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紙
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弁
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送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
外
国
人
の
生
活
保
護
受
給
者
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
外
国
人
で
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
者
の
在
留
資
格
別
の
人
数
」
は
把
握
し
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表
第
二
の
上
欄
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留

す
る
者
等
一
定
の
外
国
人
に
対
し
て
は
、
そ
の
生
活
が
困
窮
す
る
場
合
、
人
道
上
の
観
点
か
ら
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
保
護
に
準
じ
た
保
護
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
該
保
護
が
行
わ
れ
る
者
の

在
留
資
格
は
、
当
該
保
護
が
行
わ
れ
る
に
当
た
り
、
当
該
保
護
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
の
確
認
の
た
め
に
把
握
さ
れ
れ
ば

足
り
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、政
府
と
し
て
在
留
資
格
別
の
当
該
保
護
の
受
給
者
数
を
把
握
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
福
祉
な
ど
各
種
制
度
」
及
び
「
各
自
治
体
が
住
民
登
録
し
、
国
や
自
治
体
の
制
度
を
利
用
す
る
外
国
人
の
在

留
資
格
を
把
握
す
る
仕
組
み
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含

む
。
）
は
、
中
長
期
在
留
者
で
あ
る
外
国
人
住
民
か
ら
の
届
出
等
に
基
づ
き
、
そ
の
者
の
有
す
る
在
留
資
格
等
が
記
載
さ
れ

一



た
住
民
票
を
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
各
自
治
体
が
把
握
し
た
福
祉
制
度
と
在
留
資
格
の
デ
ー
タ
」
及
び
「
外
国
人
が
生
活
困
窮
に
至
ら
な
い
制
度

構
築
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
社
会
保
障
制
度
の
多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
が
満
た
さ

れ
る
場
合
に
は
、
外
国
人
で
あ
っ
て
も
制
度
の
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
に
準

じ
た
保
護
の
対
象
と
な
る
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
の
前
段
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 二


